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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１）レシチン、リゾレシチン或いはそれらの水素添加物から選択されるリン脂質と、
　２）ポリオキシエチレンの平均付加モル数が１０～３０である、ポリオキシエチレン脂
肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンアル
キル（アルケニル）エーテル、ポリオキシエチレン脂肪酸グリセリル、及びポリオキシエ
チレン硬化ヒマシ油から選択される１種または２種以上のポリオキシエチレン付加型の非
イオン界面活性剤と、
　３）フェノキシエタノールと、
　４）１，３－ブタンジオール、イソプレングリコール、１，２－ペンタンジオールから
選択される１種または２種以上の抗菌性多価アルコールとを含有する皮膚外用剤に於いて
、
　更に５）ヒドロキシエタンジホスホン酸 、アミノトリメチレンホスホン酸 、ホスホノ
ブタントリカルボン酸、フィチン酸、トリホスホノメチルアミンオキシド及び生理的に許
容されるこれらの塩から選択されるリン酸エステル系キレート剤を０．０１～１質量％含
有することを特徴とする、皮膚外用剤。
【請求項２】
　前記ポリオキシエチレン付加型の非イオン界面活性剤は、ポリオキシエチレンソルビタ
ン脂肪酸エステルである、請求項１に記載の皮膚外用剤。
【請求項３】
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　安息香酸エステルを含有しないことを特徴とする、請求項１又は２に記載の皮膚外用剤
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、皮膚外用剤に関し、更に詳細には、化粧料に好適な皮膚外用剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　防腐力を有することは、化粧料などの皮膚外用剤に於いては重要な基本的な要素の一つ
であり、この様な防腐力を得るために、安息香酸エステル、塩化ベンザルコニウム、グル
クロン酸クロルヘキシジンなどの防腐剤を含有させて防腐力を持たせる方法がとられてき
た。これらの内、塩化ベンザルコニウムやグルクロン酸クロルヘキシジンは、カチオン性
の成分であるため、処方成分による使用制限が存するため、安息香酸エステル類が汎用さ
れてきた経緯が存する。しかしながら、近年に於いては、安息香酸エステルに関しての安
全性の懸念をする専門家も存し、安息香酸エステルに防腐力を依存することは、企業の危
機管理の面からも好ましい状況と言えず、安息香酸エステルに代わる防腐力の具現化手段
が望まれていると言える。
【０００３】
　この様な安息香酸エステルに代わる、防腐力具現化の方法として、例えば、フェノキシ
エタノールと、イソプレングリコール、１，２－ペンタンジオール、１，２－ヘキサンジ
オール、１，２－オクタンジオールなどの抗菌性多価アルコールとを併用する方法（例え
ば、特許文献１、特許文献２を参照）等が開発されてきたが、乳化系などに於いて、時と
して、その防腐効果が著しく低下することが存し、その原因もよくわからないのが現状で
あった。安息香酸エステルに於いては、リン脂質やポリオキシエチレン付加型の非イオン
界面活性剤により、防腐剤がミセル化して失活することが知られている（例えば、特許文
献３を参照）が、フェノキシエタノールと抗菌性多価アルコールの組み合わせでは、この
ような現象が起こりにくいことも知られている。この様な抗菌成分の、リン脂質やポリオ
キシエチレン付加型の非イオン界面活性剤による失活は、安息香酸エステルにとどまらず
、抗真菌剤に於いても生じることが知られており（例えば、特許文献４を参照）、唯一、
フェノキシエタノールと、抗菌性多価アルコールの組み合わせが例外であると考えられて
いた。
【０００４】
　一方、リン酸系キレート剤は金属封鎖の目的で皮膚外用剤に含有され、金属が触媒とし
て介する酸化反応の抑制のために用いられる。この様な例で、フェノキシエタノールが関
与する例としては、例えば、フェノキシエタノールが過酸化水素によって酸化、失活する
のをリン酸系キレート剤で抑制する技術が知られている（例えば、特許文献５を参照）。
又、１，２－オクタンジオールの抗微生物特性を増強する目的で、皮膚外用剤に含有せし
める技術も知られている（例えば、特許文献６を参照）。
【０００５】
　しかしながら、この様な状況の中でも、乳化系などに於いて、時として、抗菌性多価ア
ルコールとフェノキシエタノールの防腐剤組み合わせが、その防腐効果を著しく低下させ
る場合が厳然として存していたし、その原因がリン脂質やポリオキシエチレン付加型の非
イオン界面活性剤によるものであり、その効果が他の成分との関係によって著しくなるこ
とも全く知られていなかった。１）リン脂質と、２）ポリオキシエチレン付加型の非イオ
ン界面活性剤と、３）フェノキシエタノールと、４）抗菌性多価アルコールとを含有する
皮膚外用剤に於いて、更に５）リン酸エステル系キレート剤を含有するものも全く知られ
ておらず、従って、この様な製剤組み合わせにより、リン脂質やポリオキシエチレン付加
型の非イオン界面活性剤による防腐力低下効果を抑制できることも全く知られていなかっ
た。
【０００６】
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【特許文献１】特開平１０－５３５１０号公報
【特許文献２】特開平１１－３２２５９１号公報
【特許文献３】特開２００５－８５９１号公報
【特許文献４】ＷＯ２００２／０１０４４０
【特許文献５】特開２００３－３３５６１４号公報
【特許文献６】特開２００５－１３２７５９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、この様な状況下為されたものであり、時としておこる、抗菌性多価アルコー
ルとフェノキシエタノールの防腐剤組み合わせにおける、その防腐効果の著しい低下を抑
制する手段を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この様な状況に鑑みて、本発明者らは時としておこる、抗菌性多価アルコールとフェノ
キシエタノールの防腐剤組み合わせにおける、その防腐効果の著しい低下を抑制する手段
を求めて、鋭意研究努力を重ねた結果、この様な防腐力の低下が、リン脂質及びポリオキ
シエチレン付加型の非イオン界面活性剤の存在下で起こりやすく、この様な成分の存在下
であっても、リン酸エステル系キレート剤を含有させることにより、この様な防腐力の低
下を抑制できることを見いだし、発明を完成させるに至った。即ち、本発明は、以下に示
す処方に示すとおりである。
（１）１）レシチン、リゾレシチン或いはそれらの水素添加物から選択されるリン脂質と
、２）ポリオキシエチレンの平均付加モル数が１０～３０であるポリオキシエチレン脂肪
酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンアルキ
ル（アルケニル）エーテル、ポリオキシエチレン脂肪酸グリセリル、及びポリオキシエチ
レン硬化ヒマシ油から選択される１種または２種以上のポリオキシエチレン付加型の非イ
オン界面活性剤と、３）フェノキシエタノールと、４）１，３－ブタンジオール、イソプ
レングリコール、１，２－ペンタンジオールから選択される１種または２種以上の抗菌性
多価アルコールとを含有する皮膚外用剤に於いて、更に５）ヒドロキシエタンジホスホン
酸 、アミノトリメチレンホスホン酸 、ホスホノブタントリカルボン酸、フィチン酸、ト
リホスホノメチルアミンオキシド及び生理的に許容されるこれらの塩から選択されるリン
酸エステル系キレート剤を０．０１～１質量％含有することを特徴とする、皮膚外用剤。
（２）前記ポリオキシエチレン付加型の非イオン界面活性剤は、ポリオキシエチレンソル
ビタン脂肪酸エステルである、（１）に記載の皮膚外用剤。
（３）安息香酸エステルを含有しないことを特徴とする、（１）又は（２）に記載の皮膚
外用剤。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、時としておこる、抗菌性多価アルコールとフェノキシエタノールの防
腐剤組み合わせにおける、その防腐効果の著しい低下を抑制することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明の皮膚外用剤は、リン脂質と、ポリオキシエチレン付加型の非イオン界面活性剤
と、フェノキシエタノールと、抗菌性多価アルコールとを含有する皮膚外用剤に於いて、
更にリン酸エステル系キレート剤を含有することを特徴とする。即ち、皮膚外用剤に於い
て、リン脂質やポリオキシエチレン付加型の非イオン界面活性剤は、フェノキシエタノー
ルや、１，３－ブタンジオール、イソプレングリコール、１，２－ペンタンジオール等の
抗菌性多価アルコールの抗菌力を減じる作用を有し、この様な抗菌力（防腐力）の低下を
リン酸エステル系キレート剤の添加により防ぐものである。
【００１１】
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　本発明の皮膚外用剤の対象とするリン脂質としては、ダイズや鶏卵を基源とするレシチ
ン、リゾレシチン或いはそれらの水素添加物が挙げられる。かかる成分は、通常の目的で
含有させることができる。即ち、界面を強化する成分として、二重膜を形成し液晶構造を
構築する成分として、ベシクル分散系におけるベシクルを形成する成分として、或いは、
乳化剤として使用することができる。又、その含有量もこの様な目的にかなった量を含有
させれば良く、例えば、皮膚外用剤全量に対して０．１～５質量％、より好ましくは０．
５～２質量％が好ましく例示できる。
【００１２】
　本発明の皮膚外用剤の対象となる、前記ポリオキシエチレン付加型の非イオン界面活性
剤としては、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸
エステル、ポリオキシエチレンアルキル（アルケニル）エーテル、ポリオキシエチレン脂
肪酸グリセリル、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油などが挙げられ、特に、ポリオキシエ
チレンソルビタン脂肪酸エステルが好ましく、中でも、ポリオキシエチレンソルビタンオ
レイン酸エステルが好ましい。又、ポリオキシエチレンの平均付加モル数としては、１０
～３０が挙げられ、１５～２５が特に好ましい。これはこの様な形態のポリオキシエチレ
ン付加型の非イオン界面活性剤がフェノキシエタノールや抗菌性多価アルコールの抗菌力
（防腐力）を低下させる度合いが著しいからである。前記のポリオキシエチレン付加型の
非イオン界面活性剤は通常知られている目的で、通常知られている量範囲で含有させるこ
とができる。前記目的としては、例えば、可溶化のための成分として、乳化のための成分
として、洗浄のための成分として、或いは、分散のための成分として含有させることが好
ましく例示でき、好ましい含有量としては、目的により多少異なるが、例えば、０．０１
～１０質量％が好ましく、０．１～７質量％がより好ましい。
【００１３】
　本発明の皮膚外用剤に於いては、リン脂質及びポリオキシエチレン付加型の非イオン界
面活性剤によって、抗菌性を損なうべき防腐剤として、フェノキシエタノールを含有する
。本発明の皮膚外用剤に於いて、フェノキシエタノールは通常使用されている量を含有す
ることが好ましく、具体的には、０．０５～１質量％が好ましく、０．１～０．５質量％
がより好ましい。
【００１４】
　本発明の皮膚外用剤に於いては、前記フェノキシエタノールに加えて、製剤系に防腐力
を付与する成分であって、リン脂質及びポリオキシエチレン付加型の非イオン界面活性剤
によって、抗菌性を損なう成分を含有する。かかる成分としては、１，３－ブタンジオー
ル、イソプレングリコール、１，２－ペンタンジオール等の抗菌性多価アルコールが挙げ
られ、かかる成分の好ましい含有量は、総量で、皮膚外用剤全量に対して、０．１～１５
質量％であり、より好ましくは０．５～５質量％である。
【００１５】
　本発明の皮膚外用剤は、リン酸エステル系キレート剤を必須の成分として含有すること
を特徴とする。リン酸エステル系キレート剤としては、ヒドロキシエタンジホスホン酸 
、アミノトリメチレンホスホン酸 、ホスホノブタントリカルボン酸、フィチン酸、トリ
ホスホノメチルアミンオキシド及び生理的に許容されるこれらの塩から選択されるものが
挙げられる。これらは唯一種を含有することもできるし、二種以上を組み合わせて含有す
ることもできる。かかる成分は、抗菌性多価アルコールとフェノキシエタノールの防腐剤
組み合わせにおける、リン脂質及びポリオキシエチレン付加型の非イオン界面活性剤によ
って起こる、その防腐効果の著しい低下を抑制する作用を有する。この様な効果を奏する
ためには、総量で皮膚外用剤全量に対して、０．０１～１質量％であり、より好ましくは
０．０２～０．５質量％である。これは少なすぎると前記効果を奏さない場合が存し、多
すぎると効果が頭打ちになり、徒に製剤系の自由度を下げる場合が存するためである。か
かる成分を含有することにより、メチルパラベン、ブチルパラベンなどのパラベン類を含
有させずに、リン脂質及びポリオキシエチレン付加型の非イオン界面活性剤の存在下、十
分な防腐力を有する皮膚外用剤とすることができる。この為、パラベン類を含有しないパ
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ラベンフリーの皮膚外用剤とすることが、より安全性を向上できるので好ましい。
【００１６】
　本発明の皮膚外用剤に於いては、前記成分以外に通常皮膚外用剤で使用される任意成分
を含有することができるこの様な任意成分としては、例えば、マカデミアナッツ油、アボ
ガド油、トウモロコシ油、オリーブ油、ナタネ油、ゴマ油、ヒマシ油、サフラワー油、綿
実油、ホホバ油、ヤシ油、パーム油、液状ラノリン、硬化ヤシ油、硬化油、モクロウ、硬
化ヒマシ油、ミツロウ、キャンデリラロウ、カルナウバロウ、イボタロウ、ラノリン、還
元ラノリン、硬質ラノリン、ホホバロウ等のオイル、ワックス類；流動パラフィン、スク
ワラン、プリスタン、オゾケライト、パラフィン、セレシン、ワセリン、マイクロクリス
タリンワックス等の炭化水素類；オレイン酸、イソステアリン酸、ラウリン酸、ミリスチ
ン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、ウンデシレン酸等の高級脂肪酸類；セチ
ルアルコール、ステアリルアルコール、イソステアリルアルコール、ベヘニルアルコール
、オクチルドデカノール、ミリスチルアルコール、セトステアリルアルコール等の高級ア
ルコール等；イソオクタン酸セチル、ミリスチン酸イソプロピル、イソステアリン酸ヘキ
シルデシル、アジピン酸ジイソプロピル、セバチン酸ジ－２－エチルヘキシル、乳酸セチ
ル、リンゴ酸ジイソステアリル、ジ－２－エチルヘキサン酸エチレングリコール、ジカプ
リン酸ネオペンチルグリコール、ジ－２－ヘプチルウンデカン酸グリセリン、トリ－２－
エチルヘキサン酸グリセリン、トリ－２－エチルヘキサン酸トリメチロールプロパン、ト
リイソステアリン酸トリメチロールプロパン、テトラ－２－エチルヘキサン酸ペンタンエ
リトリット等の合成エステル油類；ジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキ
サン、ジフェニルポリシロキサン等の鎖状ポリシロキサン；オクタメチルシクロテトラシ
ロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサンシロキサン
等の環状ポリシロキサン；アミノ変性ポリシロキサン、ポリエーテル変性ポリシロキサン
、アルキル変性ポリシロキサン、フッ素変性ポリシロキサン等の変性ポリシロキサン等の
シリコーン油等の油剤類；脂肪酸セッケン（ラウリン酸ナトリウム、パルミチン酸ナトリ
ウム等）、ラウリル硫酸カリウム、アルキル硫酸トリエタノールアミンエーテル等のアニ
オン界面活性剤類；塩化ステアリルトリメチルアンモニウム、塩化ベンザルコニウム、ラ
ウリルアミンオキサイド等のカチオン界面活性剤類；イミダゾリン系両性界面活性剤（２
－ココイル－２－イミダゾリニウムヒドロキサイド－１－カルボキシエチロキシ２ナトリ
ウム塩等）、ベタイン系界面活性剤（アルキルベタイン、アミドベタイン、スルホベタイ
ン等）、アシルメチルタウリン等の両性界面活性剤類；ソルビタン脂肪酸エステル類（ソ
ルビタンモノステアレート、セスキオレイン酸ソルビタン等）、グリセリン脂肪酸類（モ
ノステアリン酸グリセリン等）、プロピレングリコール脂肪酸エステル類（モノステアリ
ン酸プロピレングリコール等）、硬化ヒマシ油誘導体、グリセリンアルキルエーテル、シ
ョ糖脂肪酸エステル、アルキルグルコシド等の非イオン界面活性剤類；ポリエチレングリ
コール、グリセリン、エリスリトール、ソルビトール、キシリトール、マルチトール、プ
ロピレングリコール、ジプロピレングリコール、ジグリセリン、２，４－ヘキサンジオー
ル等の多価アルコール類；ピロリドンカルボン酸ナトリウム、乳酸、乳酸ナトリウム等の
保湿成分類；表面を処理されていても良い、マイカ、タルク、カオリン、合成雲母、炭酸
カルシウム、炭酸マグネシウム、無水ケイ酸（シリカ）、酸化アルミニウム、硫酸バリウ
ム等の粉体類、；表面を処理されていても良い、ベンガラ、黄酸化鉄、黒酸化鉄、酸化コ
バルト、群青、紺青、酸化チタン、酸化亜鉛の無機顔料類；表面を処理されていても良い
、雲母チタン、魚燐箔、オキシ塩化ビスマス等のパール剤類；レーキ化されていても良い
赤色２０２号、赤色２２８号、赤色２２６号、黄色４号、青色４０４号、黄色５号、赤色
５０５号、赤色２３０号、赤色２２３号、橙色２０１号、赤色２１３号、黄色２０４号、
黄色２０３号、青色１号、緑色２０１号、紫色２０１号、赤色２０４号等の有機色素類；
ポリエチレン末、ポリメタクリル酸メチル、ナイロン粉末、オルガノポリシロキサンエラ
ストマー等の有機粉体類；パラアミノ安息香酸系紫外線吸収剤；アントラニル酸系紫外線
吸収剤；サリチル酸系紫外線吸収剤；桂皮酸系紫外線吸収剤；ベンゾフェノン系紫外線吸
収剤；糖系紫外線吸収剤；２－（２’－ヒドロキシ－５’－ｔ－オクチルフェニル)ベン
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類；エタノール、イソプロパノール等の低級アルコール類；ビタミンＡ又はその誘導体、
ビタミンＢ6塩酸塩、ビタミンＢ6トリパルミテート、ビタミンＢ6ジオクタノエート、ビ
タミンＢ2又はその誘導体、ビタミンＢ12、ビタミンＢ15又はその誘導体等のビタミンＢ
類；α－トコフェロール、β－トコフェロール、γ－トコフェロール、ビタミンＥアセテ
ート等のビタミンＥ類、ビタミンＤ類、ビタミンＨ、パントテン酸、パンテチン、ピロロ
キノリンキノン等のビタミン類等；フェノキシエタノール等の抗菌剤などが好ましく例示
できる。
【００１７】
　本発明の皮膚外用剤は前記成分を常法に従って処理することにより製造することができ
る。本発明の皮膚外用剤の製剤としては、通常皮膚外用剤で使用されている製剤であれば
特段の限定なく適用することができ、例えば、ローション、乳液、エッセンス、クリーム
、ジェル、ピールオフ・パック、オイルゲル、固形白粉、ルースパウダー、乳化粉体分散
剤形、二相分散剤形等が好適に例示できる。又、皮膚外用剤としては、皮膚に外用で投与
するものであれば特段の限定はなく、例えば、医薬部外品を包含する化粧料、皮膚外用医
薬、皮膚外用雑貨等が好適に例示でき、特に化粧料が好ましく例示できる。これは、化粧
料において使用期間が著しく長い為、より高い安定性と安全性が求められているためであ
る。
【００１８】
　以下に、実施例を挙げて、本発明について更に詳細に説明を加えるが、本発明がかかる
実施例にのみ限定されないことは言うまでもない。
【実施例１】
【００１９】
　下記処方に従って、本発明の化粧料を製造した。即ち、イ、ロ、ハの成分をそれぞれ秤
量し、８０℃に加熱し、イに徐々にロを攪拌下加えて乳化し、更に攪拌下ハを加えて中和
し、攪拌冷却し、本発明の皮膚外用剤である乳液１（化粧料）を得た。同様に乳液１のＰ
ＯＥ（２０）ソルビタンセスキオレートとＰＯＥ（２０）ベヘニルエーテルとをデカグリ
セリンモノオレートに、レシチンを水に置換した比較例１、乳液１のヒドロキシエタンジ
ホスホン酸 を水に置換した比較例２及び乳液１のＰＯＥ（２０）ソルビタンセスキオレ
ートとＰＯＥ（２０）ベヘニルエーテルとをデカグリセリンモノオレートに、レシチンと
ヒドロキシエタンジホスホン酸 を水に置換した比較例３も同様に製造した。
【００２０】
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【表１】

【００２１】
＜試験例１＞
　前記乳液１及び比較例１～３について、防腐剤の効きにくい、真菌（アスペルギルス・
ニガー(Aspergillus niger)）に対しての抗菌性を調べた。即ち、培地としては、はＳＤ
Ａ培地を用いた。方法は、上記平板培地に検体を０．１ｍｌ塗抹し、白金耳で接種し、接
種後１日よりコロニー数をカウントし、以下のランクに従ってランキングした。即ち、ラ
ンク０：０、ランク０．５：１～１０、ランク１：１１～２００、ランク１．５：２０１
～５００、ランク２：５０１～１０００、ランク２．５：１００１～３０００、ランク３
：３００１～５０００、ランク３．５：５００１～１００００、ランク４：１００００～
のランクを使用した。結果を表２に示す。これより、ＰＯＥ（２０）ソルビタンセスキオ
レートとレシチンとがフェノキシエタノールと１，２－ペンタンジオールの抗菌性を低下
させており、ヒドロキシエタンジホスホン酸はこの抗菌力低下作用を抑制していることが
わかる。
【００２２】

【表２】

【実施例２】
【００２３】
　乳液１と下記に示す処方に従って、乳液２～５を製造した。又、試験例１と同様に評価
した。
【００２４】
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【表３】

【００２５】

【表４】

【実施例３】
【００２６】
　乳液１と下記に示す処方に従って、乳液６～８を製造した。又、試験例１と同様に評価
した。
【００２７】
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【表５】

【００２８】

【表６】

【産業上の利用可能性】
【００２９】
　本発明は、化粧料などの皮膚外用剤に応用できる。
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